
・医師による初期治療とサポートセンターによる医療体制を整備

・看護師等による経過観察（テレビ電話等を活用）
・パルスオキシメーター貸与・食料品配布（希望者）
・症状悪化の場合は、医師の判断により入院- 13-

自宅における経過観察
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※医師による初期治療…陽性確認段階での症状に応じた処方に加え、入院コーディネートセンター医師による問診

○軽症・無症状者の自宅経過観察を開始
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資料４

医師会連携
福井モデル

陽性者・接触者サポートセンター

・重症者・中等症者の入院体制を維持するため、軽症者等の自宅経過観察を開始


